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頂きは高く 裾野は広く
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「
内
閣
総
理
大
臣
杯
争
奪　
第
62
回　
西
日
本
実
業
柔
道
団
体

対
抗
大
会
」
は
、
５
月
12
日
に
ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育
館（
尼
崎

市
記
念
公
園
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
大
会
で
新
設

さ
れ
た
35
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
「
男
子
シ
ニ
ア
の
部
」
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
女
子
の
部
は
東
西
の
実
業
柔
道

連
盟
の
エ
リ
ア
区
分
を
撤
廃
し
、
日
本
全
国
か
ら
の
参
加
を
可

能
と
す
る
こ
と
で
、
本
大
会
の
理
念
で
あ
る
「
頂
き
は
高
く
、

裾
野
は
広
く
」
の
具
現
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
大
会
は
、

男
子
第
１
部
、
第
２
部
、
第
３
部
、
シ
ニ
ア
の
部
、
女
子
の
部

の
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
、
男
子
60
チ
ー
ム
、
女
子
７
チ
ー
ム
、

合
計
67
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
大
会
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
映
を
全
５
試
合
場
で
実
施
し
、
開
会
式
、
５
試
合
場
で
の

全
試
合
、
並
び
に
表
彰
式
・
閉
会
式
の
模
様
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
通
じ
て
画
像
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

今
大
会
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
昭
和
35
年
の
第
１
回
大
会
以

来
、
初
め
て
海
外
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
は
、
昨
年
10
月
に
「
日
本
・
ベ
ト

ナ
ム
国
交
樹
立
50
周
年
記
念 

国
際
親
善
柔
道
大
会
」
の
招
待

を
受
け
、
当
連
盟
所
属
チ
ー
ム
か
ら
男
女
計
６
名
の
選
手
を
ベ

ト
ナ
ム
に
派
遣
し
、
柔
道
を
通
じ
た
両
国
の
親
善
、
友
好
関
係

を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
ベ
ト
ナ
ム
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
が
来
日
の
運
び
と
な
り
、
こ
れ
を
機
会
に
両
国
の
親
善
、

友
好
を
一
層
深
め
る
た
め
、
当
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
今
大
会

に
特
別
参
加
で
招
待
し
ま
し
た
。
当
チ
ー
ム
は
、
男
子
第
３
部

に
出
場
し
、
１
回
戦
、
２
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
、
３
回
戦
ま
で

進
出
し
ま
し
た
。
当
連
盟
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
両
国
の
更

な
る
国
際
親
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
と
観
客
に
「
ま
た
出
た
い
、

ま
た
見
た
い
」
と
い
う
思
い
出
を
残
す
大
会
の
運
営
を
標
榜
し
、

開
会
式
の
劇
場
化
、
お
よ
び
重
要
場
面
で
手
に
汗
握
る
試
合
攻

防
の
実
現
と
一
本
勝
の
醍
醐
味
を
引
出
す
試
合
方
法
を
試
み
ま

し
た
。
前
者
で
は
、
開
会
式
の
入
場
時
や
国
歌
斉
唱
時
等
に
お

け
る
尼
崎
市
立
大
成
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
や
、
役
員
・

選
手
の
一
体
感
を
深
め
る
放
射
線
状
の
選
手
整
列
を
実
施
し
ま

し
た
。
後
者
は
、
代
表
戦
に
限
っ
て
試
合
時
間
２
分
、
一
本
勝

の
み
に
よ
る
判
定（
引
分
は
旗
判
定
）と
し
ま
し
た
。
結
果
、
代

表
戦
は
４
試
合
行
い
、
勝
負
は
３
試
合
が
一
本
勝
で
決
し
、
１

試
合
は
旗
判
定
と
な
っ
た
も
の
の
、
は
っ
き
り
と
勝
敗
の
わ
か

る
内
容
で
し
た
。

加
え
て
、
当
連
盟
で
は
実
業
柔
道
の
枠
に
捉
わ
れ
ず
、
柔
道

の
裾
野
の
そ
の
先
ま
で
視
野
を
広
げ
、
柔
道
競
技
を
支
え
る
柔

道
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
今
大
会
で
は
、
体
育
館
に
来
場
す
る
小
中
学
生

に
、
上
村
春
樹
講
道
館
長
の
揮
毫
色
紙
に
当
連
盟
所
属
の
旭
化

成
に
在
籍
す
る
永
瀬
貴
規
選
手（
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
81

㎏
級
代
表
）の
サ
イ
ン
入
り
ハ
ン
カ
チ
を
添
え
、
こ
れ
を
記
念

品
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

９
時
30
分
、
田
中
裕
二
大
会
委
員
長
の
開
会
宣
言
と
大
成
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
会
式
が
始
ま
り

ま
し
た
。
続
く
国
歌
斉
唱
は
、
同
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
「
君
が

代
」
に
続
い
て
ベ
ト
ナ
ム
国
歌
の
演
奏
を
行
い
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
特
別
参
加
を
た
た
え
ま
し
た
。
松
本
秀
作
大

会
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
柔
道
連
盟
会
長
の

グ
ェ
ン 

マ
ン 

フ
ン
様
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
受

け
松
本
会
長
か
ら
フ
ン
会
長
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
続
く
来
賓
挨
拶
で
は
、
地
元
尼
崎
市
を
代
表
し
て
尼

崎
市
教
育
長
の
白
畑
優
様
と
、
尼
崎
市
体
育
協
会
会
長
の
阪
本

茂
樹
様
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

尼
崎
市
長
の
松
本
眞
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
の
後
、
今

大
会
開
催
日
が
母
の
日
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
家
庭
と
審
判
員

と
し
て
の
活
動
を
両
立
さ
れ
て
い
る
大
町
綾
子
審
判
員
に
対
し
顕

彰
が
行
わ
れ
、
開
会
式
が
終
了
し
ま
し
た
。
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松本会長挨拶

来賓 尼崎市 白畑教育長挨拶

フン会長への感謝状贈呈

母の日顕彰

フン会長スピーチ

両国国旗ベトナムチーム試合来賓 尼崎市体育協会 阪本会長挨拶

男　
子

第
１
部
は
日
本
製
鉄
が
６
年
ぶ
り
22
回
目
の
優
勝

ベ
ト
ナ
ム
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
第
３
部
に
出
場

女　
子

日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
が
11
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝



試
合
開
始
に
先
立
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
チ
ャ
ン 

ク
ォ
ッ

ク 

ク
オ
ン
選
手（
昨
年
10
月
に
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
形
選

手
権
大
会
護
身
術
の
部
で
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

と
ダ
ム 

ヅ
ウ
ィ 

キ
ー
選
手
に
よ
る
講
道
館
護

身
術
の
形
の
披
露
が
行
わ
れ
、
終
了
後
、
松

本
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
の
楯
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
開
会
式
の
前
か
ら
演
奏
で
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
尼
崎
市
立
大
成

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
様
に
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
、
10
時
15
分
、
５
試
合
場
で
試
合
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

西
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
の
前
日
に

開
催
さ
れ
た
代
表
者
会
議
に
続
き
、
講
道
館
長

の
上
村
春
樹
様
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
実
業
柔

道
連
盟
所
属
選
手
へ
の
期
待
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
４
年
に
一
度
の
開
催
で
あ
る
が
故
に
金
メ
ダ

ル
を
獲
る
こ
と
が
如
何
に
困
難
か
等
、
興
味
深

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
強
く
な
る
た
め
に
は
、
自
他
の
重

心
バ
ラ
ン
ス
を
絶
え
ず
意
識
し
た
体
さ
ば
き
が

肝
心
で
あ
り
、
如
何
に
相
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

絶
妙
に
外
す
か
等
、
ご
自
身
が
体
得
さ
れ
た
柔

道
の
極
意
を
縦
横
に
語
ら
れ
、「
目
か
ら
鱗
」

の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
上
村
館
長

に
は
、
翌
日
の
大
会
に
も
来
賓
と
し
て
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）か
ら
２
０
２
２
年

（
令
和
４
年
）ま
で
当
連
盟
の
会
長
を
務
め
て
い

た
だ
い
た
森
詳
介
前
会
長
の
退
任
を
記
念
し
、

昨
年
新
設
さ
れ
た
男
子
シ
ニ
ア
の
部
の
最
優
秀

選
手
賞
を
森
賞
と
命
名
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

森
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
、
森
前
会
長
が
唱
導
さ

れ
た
当
連
盟
理
念
で
あ
る
「
頂
高
裾
広
」
の
文

字
を
刻
印
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
男
子
シ
ニ

ア
の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
、
ひ
ら
た
整
骨
院
ク

ラ
ブ
Ａ
の
平
田
和
義
選
手
が
受
賞
し
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

開会式全景

松本会長と来賓の方々

大成中学校吹奏楽部
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形披露（徒手）

二人に賞状授与

森賞受賞の平田選手森賞トロフィー

上村館長講演

形披露（杖）

ベ
ト
ナ
ム
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が

講
道
館
護
身
術
の
形
を
披
露

上
村
春
樹
講
道
館
長
が
ご
講
演

森
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
に

「
頂
高
裾
広
」
を
刻
印



ＪＲ九州 エイチアイ１　－　① 代

１ ３

男子第２部

Aブロック

Bブロック

決勝戦

旭化成

日本製鉄

１ Ｊ Ｒ 九 州

２ ダ イ コ ロ

３ 安 川 電 機

４ 大 阪 刑 務 所 Ｂ

５ 戸 髙 鉱 業 社

６ 神 戸 刑 務 所

７ エ イ チ ア イ

８ 大 阪 刑 務 所 Ａ

９ 大 阪 ガ ス

10 興 徳 ク リ ー ナ ー

エ イ チ ア イ

男子第１部

チーム名 旭化成 大阪ガス 九州電力 勝 敗 順 位

旭化成 ５－０ ５－０ ２ １○ ○

大阪ガス ０－５ １－２ ０ ３
× ×

九州電力 ０－５ ２－１ １ ２
× ○

チーム名 日本エースサポート 東レ 日本製鉄 勝 敗 順 位

日本エースサポート ４－１ ０－４ １ ２○ ×

東レ １－４ １－４ ０ ３
× ×

日本製鉄 ４－０ ４－１ ２ １○ ○

日本製鉄

各 部 勝 ち 上 り 表

［日本製鉄］

［エイチアイ］

［準決勝戦　第２試合］

エイチアイ 大阪刑務所Ａ②　 －　 ２

［準決勝戦　第１試合］

［決　勝　戦］

［決　勝　戦］

（先鋒） 工藤 樹希 2 段 引き分け 篠原 泰斗 3 段
（次鋒） 久保田皓晴 3 段 引き分け 平﨑 省吾 2 段
（中堅） 矢野 大輝 3 段 ○ 大 内 刈 新立 順一 3 段
（副将） 名村 慶太 3 段 引き分け 手嶋 柾明 3 段
（大将） 弓削 凛月 3 段 引き分け 中野 隆成 4 段

（先鋒） 羽田野竜輝 3 段 反 則 勝 ○ 木 元 拓 人 3 段
（次鋒） 笹 谷　 健 3 段 合 せ 技 ○ 小川 竜昴 5 段
（中堅） 尾原 琢仁 4 段 ○ 反 則 勝 山村 陸斗 3 段
（副将） 高 橋　 翼 4 段 技有優勢 田中 源大 3 段
（大将） 後藤 龍真 3 段 引き分け 上田 轄麻 4 段

（先鋒） 工藤 樹希 2 段 引き分け 安藤 稀梧 3 段
（次鋒） 久保田皓晴 3 段 引き分け 稲吉 久徳 4 段
（中堅） 矢野 大輝 3 段 反 則 勝 ○ 上川 大樹 5 段
（副将） 祝　 貴 之 3 段 ○ 払 腰 竹村 昴大 4 段
（大将） 弓削 凛月 3 段 引き分け 西潟 健太 4 段

（代表） 祝　 貴 之 3 段 上四方固 ○ 上川 大樹 5 段

（先鋒） 安藤 稀梧 3 段 指導差２ K 高田 万博 4 段
（次鋒） 稲吉 久徳 4 段 大 外 刈 ○ 大山 諒真 4 段
（中堅） 岡　一太朗 3 段 引き分け 福島 克真 3 段
（副将） 竹村 昴大 4 段 ○ 小 外 掛 小猿 崇太 3 段
（大将） 西潟 健太 4 段 ○ 負 傷 勝 神野 光稀 3 段

ＪＲ九州 安川電機１　 －　 ０

旭化成 日本製鉄１　－　３

■男子第１部

■男子第２部
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０

２

２

１

②

②

２

４

５

３

０

０

２

１

①代

２

②

０



各 部 勝 ち 上 り 表
男子第３部

１ 加 古 川 刑 務 所 Ａ
２ 日 本 生 命 保 険 Ｂ
３ 不二熱学サービス
４ 関 西 医 療 学 園
５ 吉 川 工 業 Ｂ
６ 肥 後 銀 行
７ 九 電 工
８ 日 本 製 鉄 大 分
９ 安 川 電 機
10 京都医健専門学校Ａ
11 O G A W A 警 備
12 イ カ イ 九 州
13 ユニバーサル柔道島根Ｂ
14 広 島 刑 務 所
15 協 道 会
16 国 分 自 衛 隊 Ａ
17 日本エースサポート
18 甲 南 柔 友 会
19 兵 庫 県 教 員
20 氣 樂 道 場 Ａ

21 鳥 取 刑 務 所
22 ユニバーサル柔道島根Ｃ
23 平 川 商 事
24 日 本 生 命 保 険 Ａ
25 サ ト ー 工 業
26 ベトナムナショナルチーム
27 Osaka Metro柔道
28 ク ラ レ 岡 山
29 関 西 電 力
30 氣 樂 道 場 Ｂ
31 九 州 電 力
32 三 重 刑 務 所
33 京都医健専門学校Ｂ
34 ユニバーサル柔道島根Ａ
35 加 古 川 刑 務 所 Ｂ
36 東 建 大
37 大 阪 拘 置 所
38 吉 川 工 業 Ａ
39 坂 田 精 密
40 国 分 自 衛 隊 Ｂ

大
阪
拘
置
所

［ひらた整骨院クラブＡ］

［決　勝　戦］

（先鋒） 寺田 雅人 3 段 引き分け 佐無田　亮 3 段
（中堅） 平田 和義 6 段 ○ 支釣込足 登里 圭吾 2 段
（大将） 上薗 義明 6 段 ○ 小 外 掛 倉光 徳史 4 段

ひらた整骨院クラブＡ  ひらた整骨院クラブＢ２　－　０

■男子シニアの部

［大阪拘置所］

［日本エースサポート］

［準決勝戦　第１試合］

［準決勝戦　第１試合］

［決　勝　戦］

［決　勝　戦］

［準決勝戦　第２試合］

［準決勝戦　第２試合］

（先鋒） 藤井 圭汰 3 段 引き分け 奥本将之介 2 段
（中堅） 邊川 湧大 3 段 小 外 刈 ○ 籾山 航大 3 段
（大将） 城山勝太郎 3 段 反 則 勝 ○ 小川 裕暉 3 段

（先鋒） 西川みはる 3 段 引き分け 向江 紗良 3 段
（中堅） 安松 春香 4 段 技有優勢 小野華奈恵 3 段
（大将） 梅津 志悠 ４段 技有優勢 佐藤 　果 3 段

（先鋒） 奥本将之介 2 段 小 外 刈 ○ 山﨑 壱盛 3 段
（中堅） 籾山 航大 3 段 引き分け 佐藤 貴成 2 段
（大将） 小川 晟矢 3 段 技有優勢 瀬戸裕太朗 3 段

（先鋒） 向江 紗良 3 段 引き分け 浦　 明澄 3 段
（中堅） 小野華奈恵 3 段 技有優勢 野澤 知莉 3 段
（大将） 佐藤 　果 3 段 引き分け 佐藤 晴菜 3 段

（先鋒） 顕徳 大晴 3 段 小 外 刈 ○ 山﨑 壱盛 3 段
（中堅） 不 戦 勝 ○ 佐藤 貴成 2 段
（大将） 竹内 龍生 3 段 引き分け 瀬戸裕太朗 3 段

（先鋒） 渡辺 世奈 3 段 技有優勢 浦　 明澄 3 段
（中堅） 古賀 彩音 2 段 ○ 合 せ 技 野澤 知莉 3 段
（大将） 辻村 梨那 3 段 不 戦 勝 ○ 佐藤 晴菜 3 段

不二熱学サービス ＯＧＡＷＡ警備０　－　２

ＪＲ九州 センコーＡ０　－　２

ＯＧＡＷＡ警備 大阪拘置所０　－　２

センコーＡ 日本エースサポート０　－　１

平川商事 大阪拘置所０　－　２

ひらまつ病院 日本エースサポート１　－　２

■男子第３部

■女子の部

女子の部

男子シニアの部

１ Ｊ Ｒ 九 州
２ 加 古 川 刑 務 所
３ セ ン コ ー Ａ

１ ダ イ コ ロ
２ ひらた整骨院クラブＡ

４ セ ン コ ー Ｂ
５ ひ ら ま つ 病 院
６ 日本エースサポート
７ 北関東綜合警備保障

３ ひらた整骨院クラブB
４ 大 阪 ガ ス

ひらた整骨院クラブＡ

日本エースサポート
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☆
当
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.w

estjudo.jp/

　
　

※
本
大
会
の
よ
り
詳
細
な
情
報
は
当
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
　

‌�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
第
１
回
大
会（
昭
和
35
年
）か
ら
の
成
績
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
第
43
回
大
会（
平
成
15
年
）以
降
は
、
試
合
結
果
の

詳
細
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
事
務
局
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５
７
３
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１
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３
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大
阪
府
枚
方
市
招
提
田
近
２

－

８

　
　

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社
内

　
　

電　

話　
　

０
７
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８
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７
７
３

　
　

Ｆ
Ａ
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０
７
２（
８
５
０
）０
７
７
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ｅ
メ
ー
ル　

jim
@

w
estjudo.jp

　
　

※‌�

電
話
に
即
答
出
来
な
い
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
、

出
来
る
だ
け
ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
日　
　

令
和
６
年
７
月
５
日

発　

行　
　

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発
行
人　
　

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟　

理
事
長　

田
中
裕
二

編　

集　
　

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟　

広
報
委
員
会

印　

刷　
　

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

連
盟
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
令
和
６
年
度
総
会
・
理
事
会
・
常
任
理
事
会
合
同
会
議
」
は
令
和
６
年
２
月

２
日（
金
）18
時
か
ら
、
大
阪
市
西
区
「
徐
園
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
１
１
０
名
の
正
会
員
中
、
出
席
36
名
、
委
任
状
提
出
30
名
、
合
計
66

名
に
よ
り
成
立
。
議
長
に
は
松
本
秀
作
会
長
が
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案
、
第
２
号

議
案
、
第
３
号
議
案（
左
記
の
通
り
）と
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
　

① 

令
和
５
年
度 

事
業
報
告

　
　

② 

令
和
５
年
度 

収
支
決
算
報
告

　
　

③ 

令
和
５
年
度 

収
支
決
算
監
査
報
告

　

第
２
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
に
つ
い
て

　
　

① 

令
和
６
年
度 

事
業
計
画
案

　
　

② 

令
和
６
年
度 

予
算
案

　

第
３
号
議
案　

令
和
６
年
度
役
員
一
部
改
選
案
に
つ
い
て

「
令
和
６
年
度　

総
会
・
理
事
会
・

常
任
理
事
会
合
同
会
議
」
の
開
催

優　勝 準　優　勝 第　３　位

男子第１部 日 本 製 鉄 旭 化 成

男子第２部 エ イ チ ア イ J R 九 州 安 川 電 機 大 阪 刑 務 所 Ａ

男子第３部 大 阪 拘 置 所 Ｏ Ｇ Ａ Ｗ Ａ 警 備 加 古 川 刑 務 所 Ａ 平 川 商 事

男子シニアの部 ひらた整骨院クラブＡ

女子の部 日 本 エ ー ス サ ポ ー ト セ ン コ ー Ａ J R 九 州 ひ ら ま つ 病 院

【最優秀選手賞】
男子第１部	 ：銅金賞（１名） 田中　源大（日本製鉄）
女子の部	 ：岡林賞（１名） 野澤　知莉（日本エースサポート）
男子第２部	 ：米澤賞（１名） 上川　大樹（エイチアイ）
男子第３部	 ：龍村賞（１名） 山﨑　壱盛（大阪拘置所）
男子シニアの部	 ：森　賞（１名） 平田　和義（ひらた整骨院クラブＡ）

【松本賞】（最優秀新人賞）
男子の部（１名） 石村　健真（日本製鉄）
女子の部（１名） 西川みはる（ＪＲ九州）

【優秀選手賞】
男子第１部（３名） 木元　拓人（日本製鉄）

尾原　琢人（旭化成）
酒井　晃輝（東レ）

男子第２部（３名） 祝　　貴之（ＪＲ九州）
西潟　健太（エイチアイ）
大山　諒真（大阪刑務所Ａ）

男子第３部（３名） 瀬戸裕太朗（大阪拘置所）
籾山　航大（ＯＧＡＷＡ警備）
顕徳　大晴（平川商事）

男子シニアの部（３名） 上薗　義明（ひらた整骨院クラブＡ）
佐無田　亮（ひらた整骨院クラブＢ）
中山　幸久（大阪ガス）

女子の部（３名） 佐藤　晴菜（日本エースサポート）
佐藤　　果（センコーＡ）
古賀　彩音（ひらまつ病院）

第62回  西日本実業柔道団体対抗大会成績一覧表
2024（令和６）年５月12日（日）・ベイコム総合体育館（尼崎市記念公園）

㈱あいテレビ
旭化成㈱
朝比奈興産㈱
㈱アサヒペン
阿比野建設㈱
弁護士　飯田　隆
㈱イクロスホールディングス
㈲伊志嶺商会
泉川興産㈱
磯部　善久
市橋　敬男
樹工房
岩谷産業㈱
栄真電業
ＮＲＭホールディングス㈱
㈱愛媛銀行
㈱ＭＪ保険事務所　宮井　淳
㈱エル・スエヒロフードサービス
大阪ガス㈱
大塚　征慈郎
㈱オキシテック
ＫＡＭＩＸ㈱
川北　修義
河本興業㈱
関西医療学園専門学校
関西七柔会囲碁の会

（一財）関西電気保安協会
関西七柔会囲碁の会
㈱関西ブライダル
関西レコードマネジメント㈱
㈱ＫＡＮＳＯテクノス
㈱かんでんエンジニアリング

関電サービス㈱
九州電力㈱
九州旅客鉄道㈱
清堀写真製版㈱
京都医健専門学校
近畿通関㈱
近代警備保障㈱
㈱グートエッセンキョーエー
㈱九櫻
㈱熊田洋紙店
㈱クラレ岡山
グリーンホスピタルサプライ㈱
㈱グルメ杵屋
京阪ビルテクノサービス㈱
社会医療法人恵風会高岡病院
㈲ケーズ
小山　妙子
㈱佐々木冷菓
サラヤ㈱
サン食品
サンディズ㈱
㈻常翔学園
医療法人聖光園細野診療所
センコー㈱
㈱前進
㈱そごう
ダイコロ㈱
大成エンジニアリング㈱
大宝運輸㈱
ダイワ工芸㈱
辰巳　幸二
東京六大学柔道部関西ＯＢ会

東レ㈱
㈱戸髙鉱業社
ナニワ商事㈱
南海辰村建設㈱
南海不動産㈱
日新被服㈱
日鉄興和不動産㈱
日本製鉄㈱
日本生命保険（相）
日本電化工業所㈱
日本被服工業㈱
初田防災設備㈱
日ノ出紙料㈱
㈱ヒノテック
㈱ＶＪグループ
不二熱学サービス㈱
㈱フセナガセ
豊建商事㈱
㈲升谷商店/佛壇の升谷
㈱丸喜
水間鉄道㈱
㈱ミユキ
森　和義
森紙業㈱関西事業所
㈱安川電機
㈱ユアーショップ
吉川工業㈱
㈱ライズ広告社
㈲隆祥産業
ワールドプランニング㈱
和田商事㈱

●
広
告
・
賛
助
の
協
賛
団
体
・
個
人
（
順
不
同
・
敬
称
略
）	
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松本賞(男子)受賞
日本製鉄

石村健真選手

松本賞(女子)受賞
ＪＲ九州

西川みはる選手

銅金賞受賞
日本製鉄

田中源大選手

岡林賞受賞
日本エースサポート

野澤知莉選手

森賞受賞
ひらた整骨院クラブＡ

平田和義選手

龍村賞受賞
大阪拘置所

山﨑壱盛選手

米澤賞受賞
エイチアイ

上川大樹選手




